
 

子どもたちが自ら考える過程を大切に 
       ～ 「正解」だけを求めないことも必要 ～            校長 中田  和子  

  

 今回は「火災発生」を想定した避難訓練です。放送の指

示に従い、全校生徒が速やかに屋外へ避難することができ

ました。来校された東消防署員の方が、改めて注意すべき

点は特にないですと話されたように、生徒は皆集中して参

加していました。（話を聴く姿勢も立派でした） 

その後、２階に場所を移して「煙体験」を行いました。

予め消防の方によって準備された、煙が充満した教室の中

を通り抜ける体験です。前が全く見えず、方向感覚が失わ

れる怖さを感じました。実際の火災で発生する煙は、有毒

物質を含んでいて非常に危険ですから、ハンカチで口・鼻

を覆うことや姿勢を低くすることが重要です。 

避難訓練では、万一の時に自分の

命を守る術（すべ）を教えています。

いざという時には、学んだことを思

い出して、落ち着いて行動できる人

になってほしいと願っています。 

 

 

 ５月７日、前期生徒総会を実施しました。本校では生徒

会総務、代議員会、各専門委員会の代表者が、クロームブ

ックにアップした前期活動計画の提案を行います。その

後、各学級からの意見や質問、要望について質疑応答が行

われました。自分たちの学校生活に直結することだからこ

そ、全校生徒の誰もが意見を言ったり質問したりできる、

その場が生徒総会です。生徒たち 

には、人前で自分の考えを述べる 

経験を積んでほしいと思います。 

今回も、自分たちの学校生活を 

より良くするため、様々な意見が 

交流されました。承認された計画 

に基づいて、これから各係・委員 

会活動を進めていきます。生徒た 

ちがどんな学校を目指していくの 

か、期待が膨らみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 大型連休が終わり、初夏らしいさわやかな季節を迎え

ました。この文章を作成しているこの時期、生徒たちは

３１日に実施する体育祭に向けて実行委員会や練習に取

り組んでいるところです。 

先日の全体練習では上級生が指示を出し、積極的に声

をかけながら進める様子が見られました。時には手際が

悪かったり、うまくいかなかったりしながらも、生徒同

士がお互いに相談して「どうすればよいか」を考えて行

動していました。そんな生徒たちを、教員はすぐに口を

出さずに見守っています。先生に言われたことをただこ

なすのでは、主体性を育むことにはなりません。時間が

かかっても、自分たちで試行錯誤して課題を解決する過

程が大切であると考えます。またこのような体験の積み

重ねが子どもの自信につながり、自己肯定感を高めてい

きます。失敗から学ぶことを私たち大人は身をもって知

っています。思い描いた通りに物事が進むのは、一見理

想的ではありますが、子どもたちに本当に必要な力が身

に付いているか、ふと疑問を感じることがあります。 

社会の動きや仕組みはもの凄い速さ 

で日々変化し、「（決まった）答えのな 

      い時代」になっています。その中を生 

き抜く子どもたちには、１つの正解を 

追求するだけでなく、多様な条件の下 

最も良い結果をもたらす「最適解」を導き出す力が重要 

になるでしょう。社会に出てからも正解のない問い（課

題）の方が多くなります。さらに、自ら考え判断し決め

ないと、何かあった時に「○○がそう言ったから」と人

のせいにしてしまうかもしれません。自分の人生なのに

生き方の責任を人任せにするのはおかしな話です。自分

で考える習慣を身に付けることは、より主体的で豊かに

生きることでもあるのです。教えられたことだけやる？

指示されなければやらない？旭岡中の生徒はそうではあ 

りません。多くの生徒が自分たちで 

考え、行動する力をもっています。 

正解を求め過ぎないことで子どもの 

力を伸ばしていきたいと思います。 
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【教育目標】 自ら考え学び 自己実現できる人(自律), 自他を敬愛し ともに生きる人(感謝), 心身を磨き 社会形成に参画する人(貢献) 

 



 

                      教頭 佐々木 壮一 

５月１５日（水）～１７日（金）の２泊３日で、東北

方面への修学旅行でした。初日は天気にも恵まれ盛岡市内の

自主研修を行いました。４つのグループに分かれ、文学や観光

などテーマを設定し、現地で取材することで課題追究・解決する

ことを目的としています。お昼はそれぞれの班でお店で食べること

になっていますが、わんこそばを食べた班に話を聞くと、「最高１

２０杯食べました」と地元でしか味わえない料理を十分に堪能

したようでした。その日の夜は、盛岡市内のホテルに宿泊し、夕

食後にレクを行いました。先生方も巻き込んで、ジェスチャーゲー

ムなどをしました。子どもたちはお題 

に対して、瞬時に反応できていまし 

たが、先生方は。。。残念。改めて、 

子どもたちの反応のよさや力一杯 

楽しむ姿に感動させられました。 

２日目は、中尊寺見学と猊鼻渓舟下りです。世界遺産であ

る中尊寺では、金色堂の見学をしたり座禅体験をすることがで

きました。舟下りでは、風光明媚な北上川の支流をゆったりと下

り穏やかな気持ちにさせられました。途中、船頭さんから校歌を  

歌ってくれるようリクエストがあり                                                              

ました。大自然の中での合唱

は本当に清々しい感じがしま

した。 

最終日は、雫石町での農

業体験を行いました。あいに 

の雨天でしたが、農家さんに工夫していただき、ハウス栽培や牛

の出産シーンを見学させていただくなど普段の生活では経験で

きない体験をすることができました。 

この旅行を通して、自分たちで 

企画・計画したことを最後まで 

やりきることや、仲間を大切にし 

協力して課題解決すること、 

そしてお世話になった人に感謝 

の気持ちを自分なりの言葉で伝えることができるようになりまし

た。今後の課題としては、切替の判断をより早くできるようになる

ことです。 

最後になりましたが、安心安全に旅行を終えることができたこ

とは、ルールをきちんと守り〝ＢＥＳＴ ＳＭＩＬＥ“なゴー

ルを常に意識して行動することができたからです。この経験を在

校生に伝えながら、よりベストな集団として成長することを期待し

ます。 

 

 

 

 

北海道新聞の「みなみかぜ」に掲載され、リコーダー部の全

国大会での活躍を耳にされていると思います。 

さて昨年度、３月に本校体育館でリコーダー部によるコン

サートを開いた際には、保護者・地域の方から心温まる応援・

今後の活躍を期待して多くの寄付をいただきました。その寄付

の一部を活用しソプラノとアルトリコーダーを購入致しました。 

 東京から楽器店の方にお越しいただき、その取扱い方法を 

教えてもらいました。早速、新しい楽器を手にした子どもたち

は、その音色の違いにびっくりしていました。 

 今年度も全国大会出場を目指し、日々努力を重ねて参り

ますので、今後とも本校部活の活動に対しまして、ご理解とご

協力をよろしくお願いいたします。 

 

購入した楽器 

になります⇒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

６／ ３(月) 中体連陸上練習開始 

 ／ ４(火) 体育祭予備日 

５(水) 陸上千代台練習・１年耳鼻科検診 

 ／ ６(木) 教育相談開始（～１４日） 

 ／ ７(金) 中体連陸上壮行式 ALT来校 

 ／ ８(土) 中体連陸上競技大会（～９日） 

／１２(水) 歯科検診 職員会議  

／１４(金) 漢字検定 

／１７(月) 養小中クリーンデー  

      定期テスト範囲表配布 

／１８(火) スクールカウンセラー来校 

／２０(木) 1年ノーマリー学習 

／２６(水) 一斉専門委員会 

／２８(金) 中体連総合大会壮行式 ALT来校 

／３０(日) 中体連総合大会（野球～３日） 
 
★予定が変更になる場合があります。ご了承下さい。 
 


